
第 3 回陸上競技場兼サッカー場及び体育館基本構想検討委員会 議事要旨 

 

１．日 時    平成 21 年 6 月 26 日（木） 10：30 ～ 12：00 

 

２．場 所    県公館 大会議室 

 

３．出席者   委員  漆原会長、中村委員、黒後委員、坪山委員、坂本委員、秋山委員、小室委員 

欠席者なし 

 

４．開 会 

(1)小曽戸スポーツ振興課長によるあいさつ 

(2)漆原会長によるあいさつ   

 

５．議 事 

(1)「陸上競技場兼サッカー場及び体育館基本構想（素案）について」事務局から説明。 

  委員からの意見は６のとおり 

(2)「パブリックコメントについて」事務局から説明。 

   委員からの意見は特になし。 

(3)その他 

   次回の委員会の日程については、調整の上、後日各委員に連絡することで了承。 

 

６．委員からの主な意見等 

 【陸上競技場兼サッカー場】 

・ワールドカップ仕様にしないのであれば、観客席は２０，０００席程度で賛成である。 

 

・メインスタンドとバックスタンドに屋根があるということは良いと思うが、使われ方によっては形も変わって

くる。例えばメインスタンドとバックスタンドの間にも屋根があれば、雷の時に周囲を走ったり、歩いたり出

来る。鹿島スタジアムのように、周囲を走れることが出来れば良い。 

 

・最小限２０，０００席程度ということでよろしいかと思う。 

 

・資料の中で「現陸上競技場の活用を検討」ではなく、活用のほうが良いのではないか。 

 

・サッカー観戦に行くと、大型映像装置が片側だけでは後ろを振り向かなくてはならない。両方あったほう

が良い。 

 

・クラブハウス等を使って、スポーツクラブ等を運営すればより良く使える。 

 

・レストランとバリアフリーのエレベーター施設とスポーツ以外の目的でも利用できる付帯設備については、

本構想に盛り込まれていないが、前向きに検討してほしい。 



 

【体育館（メインアリーナ、サブアリーナ）】 

・５，０００席程度という数字は、他県の状況や、バスケットを基準にした場合最低４面必要ということを各

委員が要求していたことなので良いと思う。 

  

・大型映像装置は資料の中で「今後必要性を検討」となっているが、もう少し強い表現にしてほしい。 

 

・ランニングコースを設置していただきたい。 

 

【武道場（館）、プール】 

・武道場がメインアリーナに併設してあれば、色々な面で使い勝手が良い。 

・現体育館に隣接するプールは移転整備はしない。 

 

【その他】 

・基本構想の中でニュースポーツについて、さらに必要性等の記述があると良い。 

 

 

 

 

 

 

 

 


